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Abstract
Proposal of routing method for corresponding to long-term
change of link status in WMN
Shinya Yano
In recent years，Wireless Mesh Network (WMN) is attracting attention．WMN
is the basic technology for building wireless network environments．Therefor，a lot of
research has been done on WMN．Wireless Mesh Network is a technology to replace
wired communication with multi-hop communication between access points．Wireless
multi-hop communication is a technique of wirelessly transferring data to a destination
node via another nodes．Since the WMN is transferred to a destination node by ra-
dio，it is sensitive to the environment．It is necessary to consider routing method for
corresponding to long-term change of link status．
In this research，in order to improve the stability of WMN，by using the function
of Delay-Tolerant Networking (DTN) measures against link disconnection and commu-
nication delay are taken．When applying some useful functions of DTN to WMN，it is
necessary to perform sequential name resolution using the URI type identier．There-
for，resolving it at each node using IPv6 format IP address．A routing control method
for corresponding to long-term change of link status in WMN，improve reachability of
packets．
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手法の代表的な例として，OLSR (Optimized Link State Routing protocol)[4]や TBRPF
(Topology Broadcast Based on Reverse-Path Forwarding)[5]が挙げられる．
リアクティブ型とプロアクティブ型の経路制御手法の特徴を説明したが，それらの手法を
組み合わせた経路制御手法としてハイブリッド型と呼ばれる経路制御手法も存在する．例
として，ZRP (Zone Routing Protocol)[6]が挙げられ，この手法は大きな範囲では IERP
(IntErzone Routing Protocol)と呼ばれるリアクティブ型の手法で宛先の近くまで転送し，
宛先の近くまで転送されたときは IARP (IntrAzone Routing Protocol)と呼ばれるプロア
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ているノードを Root Mesh STAと呼ぶ．Mesh STAを中継ノードとして Root Mesh STA
まで転送することで，有線と接続されていないMesh STAも有線に繋がっているネットワー
クと接続することも可能となる．現在，Mesh 機能を有していない従来の無線 LAN 機器






























り)．HWMPは，リアクティブ型としてはRM-AODV (Radio Metric Ad hoc On-Demand































制御パケットを図 2.3におけるノード Sのように送信元となるノードが，ノード Aやノー
ド B のように通信可能な不特定の相手に同時にパケットを送信するブロードキャストを行










TBR は RANN (Route Announce) と呼ばれるパケットを木構造の原点となるノードが
定期的に送信する．図 2.4 のように原点ノードである Root Mesh STA から送信された
RANNを受け取った他のノードも転送することで，ツリー上の経路を形成し，作成した経
路に従ってパケットの経由を行うノードを決定することを可能にする．


























































































2.2 無線メッシュネットワーク (WMN: Wireless Mesh Network)
関しての計算式である．この計算式を用いることによって，送信された電波強度 Pt と受信

























































図 2.6は IPv6形式の仮想アドレスのフォーマットを表現している．先頭の 8ビットのプ
レフィックスはネットワークを識別する値である．ツリー IDの 8ビットはどの木に所属し
ているかを表しており，112ビットに仮想アドレスが記述されている．112ビットの内訳は
次元の上限数である 8 つに分割され，14 ビットずつ割り振られている．14 ビットの内，1
ビットは端点情報を表しており，指数情報 3ビットと仮数情報 10ビットとして表現されて
いる情報は式 2.4によって元の距離値として利用可能である．







































































































降に求められる総和は 0.0 である．その他のノードも同様に計算していくと，ノード A は








(Delay) だけではなく，途絶 (Disruption) や切断 (Disconnection) も対象としていること
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遅延耐性ネットワークの送信元や宛先などの識別には，EID (Endpoint Identiers) と
呼ばれる一般的な URI 構文で表現されている名前を利用する．EID は 1 つ以上の DTN





































































図 3.1 は URI 形式の EIDを IPv6形式の IPアドレスとして返還した際のフォーマット
である．authorityはリソースを保持しているホストを表しており，IPv4の IPアドレス以












































































ば interface ID によって対象となる宛先への経路が無線メッシュネットワークの経路制御手
法によって発見できるかの判定を行う．宛先への経路が発見できた場合は宛先へ向けて転送
し，発見できなかった場合は再びタイマーへと戻る．同一のネットワークではなかった場合































図 4.1 ノード数 4とノード数 9の配置









































図 4.5 ノード数 4のグリッド配置のパケット到達数 (HWMP)
できない環境を想定しシミュレーションを行った．
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